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The Present State of Foreign Student Affairs and Possibility to Multi-cultural Coexistence 
－ As Told by a Foreign Student Adviser － 
 





In 2008, the Japanese government enacted the “Plan for 300,000 Exchange Students”. This plan seeks to 
increase the number of foreign students studying in Japan to 300,000 by the year 2020.To serve the 
growing population of foreign students many universities have established specialized sections and have 
created a post called the Foreign Student Adviser (FSA).The role of the FSA is to help foreign students 
adapt to the different and unfamiliar language, culture and social systems of the host country. By 
supporting students’ adaptation to life in Japan it is hoped that the foreign students will experience less 
culture shock and stress that may disrupt their academic efforts in the classroom. In this paper the 
current state of work within the field of the FSA is reviewed. 
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だ.2008 年 7 月に,日本を世界により開かれた国とし,アジア,世界との間にヒト,モノ,カネ,情
報の流れを拡大するグローバル戦略を展開する一環として,2020年を目途に30万人の留学生受























している」「就労ビザに変更をする」などの言い方は誤謬である.現在 27 種類の在留資格 2）が






















































が発表された.白石 7）はこの留学生 10 万人計画が発表された 1983 年から 2006年までを，漸増






















然的に判断されるようになったからであろう.世界の留学生数は 2005 年の 217 万人から 2025
年には 372 万人に増加するとオーストラリアの IDPは予測する 10）.新田 11）は IDPの視点は，教
育を産業とみなし,留学生を消費者とみなしており,留学生市場をもっぱら経済学的な視点から
見ようとしていることに他ならないという.このような社会背景のなか「留学生 30 万人計画」
骨子の制定を受け,2009 年の留学生数は,132,720 人と過去最高となっている 12）． 





















































































































在留資格「留学」の在留期間は「2年 3ヶ月」及び「1 年 3ヶ月」と定められている.19）例え








て,「留学」の在留資格については, 大学等における教育期間を考慮し最長の在留期間「2 年 3

















































































































































































































③留学生による語学（母語）講座.  ④留学生による民俗芸能の披露や遊びなどを体験. 
（Ⅲ）感受レベル 
①フォトランゲージを利用した留学生紹介  ②部屋の四隅 （ステレオタイプを発見する活
動） 
③仲間探しゲーム（偏見・差別について考える活動） ④日本の常識・非常識（文化や習慣の
相違に気が付くための事例紹介）⑤児童労働体験ゲーム  ⑥多数派？少数派？ゲーム 





























































































































4） 小林明(2008)『留学生の定義に関する比較研究』図表 2.1.  
http://www.kisc.meiji.ac.jp/~yokotam/3%20publications%20rp%20PDF/tokubetukikouronnbunn.pdf 
5） 文部科学省 高等教育局学生支援課留学生交流室（2008）『我が国の留学生制度の概要』Ⅲ留学生
受入れに関する施策 4 国費外国人留学制度による募集  
6） 文部科学省令第４１号『学校教育法施行規則の一部を改正する省令』2003 年 9 月 19 日号外第 3695
号 









9） 中山昌秋（2008）『出入国管理の現状と留学生に係る諸問題について- 留学生 30 万人計画の実現
に向けて -』日本学生支援機構 留学生担当者協議会における講演内容 
10） 世界の留学生数は 2003 年の 211 万人から 2025 年には 3.6 倍の 769 万人に増加すると予測してい
たが，2007 年の報告書で 2005 年の 217 万人から 2025 年には 372 万人に増加すると修正している. 
IDP 『 Global Student Mobility 2025:Analysis of Global Competition and Market Share,IDP 
Education,Canberra 2003 p.53IDP,Melissa Banks, Alan Olsen, David Pearce『Global Student Mobility:An 
Australian Perspective Five Years On 』 
11） 横田雅弘ほか（2007）『留学生交流の将来予測に関する調査研究』一橋大学 留学生センター・留
学生課 
特別寄稿論文 新田功『オーストラリアの IDP による留学生数の将来予測-Global Student 
Mobility2025』 







15） ゲーリー・アルセン（1999）『留学生アドバイザーという仕事 』東海大学出版会 
16） 法務省『留学生受入れに関する施策の実施状況について』 
http//www.moj.go.jp/NYUKAN/nyukan89.html 
17） 法務・総務両省は 2008 年１月 25 日，現行の外国人登録制度を見直し在留外国人の情報を国が一
元管理する「在留カード」を使った外国人台帳制度を導入する方針を固めた. 
産経ニュース（2008）『「在留カード」で一元管理 外国人登録制を廃止へ』 
http://sankei.jp.msn.com/affairs/trial/080125/trl0801252047054-n1.htm   


















津市市民部国際・国内交流室（2009）『津市国際化基本計画』P15 2 外国人住民の生活現況  
27） 総務省（2006）『地域における多文化共生推進プラン』多文化共生推進プログラム 
28） 渡戸一郎 川村千鶴子 編著（2002）『多文化教育を拓く－マルチカルチュラルな日本の現実のな
かで－多文化主義と多文化教育の課題』明石書店  
29） 横田雅弘『留学生 30 万人計画と地域の支援』 
http://www002.upp.so-net.ne.jp/kunitachi/univ/200803.html 
30） 渡邊優生（2006）『多文化共生社会の実現を目指した日本語交流活動』鈴鹿国際大学紀要 Vol.13 
鈴鹿国際大学紀要ＣＡＭＰＡＮＡ　Ｎｏ．１７，２０１０100
